






巣状糸球体硬化症の硬化過程における各種コラーゲンの関与について検討。半月体形成の

ない巣状糸球体硬化症では硬化病変が進むに従いⅢ型コラーゲンはメサンギウム・係蹄領

域に散在性に出現、その分布は V1 型コラーゲンよりも弱い。V1 型コラーゲン・ラミニン

は硬化部位に増加。V1 型コラーゲンは硬化糸球体において係蹄周囲に強く反応が見られ

た。以上より巣状糸球体硬化症の硬化病変の進展には IV 型・ V1 型コラーゲン・ラミニン,

特に V1 型コラーゲンが何等かの役割を果たしている可能性が考えられた。


